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瀬
棚
港
の
そ
ば
に
海
か
ら
突
き
出
た
三
本
杉
岩
が
あ
る
。

瀬
棚
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
札
幌
か
ら
車
だ
と
、
中
山
峠
を
通

る
国
道
２
３
０
号
で
約
３
時
間
半
。
夏
季
な
ら
、
小
樽
、

岩
内
、
寿
都
と
、
日
本
海
を
眺
め
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
も

気
持
ち
が
い
い
。

　

せ
た
な
町
は
人
口
８
０
４
６
人
（
住
民
基
本
台
帳
７
月

末
現
在
）。
２
０
０
５
年
に
瀬
棚
郡
瀬
棚
町
と
北
檜
山
町
、

久
遠
（
く
ど
お
）
郡
大
成
町
の
３
つ
が
合
併
し
た
。
当
時

人
口
が
５
８
８
２
人
と
一
番
多
い
北
檜
山
町
に
役
場
を
置

き
、
瀬
棚
町
か
ら
「
町
名
」
を
引
き
継
い
だ
。
そ
し
て
大

成
町
の
久
遠
郡
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。だ
か
ら
現
在
、

瀬
棚
郡
は
、
隣
町
の
今
金
町
だ
け
に
な
っ
た
。

　

せ
た
な
町
は
、
日
本
海
を
北
上
す
る
対
馬
暖
流
の
影
響

を
受
け
温
暖
で
東
北
地
方
に
近
い
気
候
だ
が
、
夏
季
は
８

月
で
も
気
温
が
30
℃
を
越
え
る
日
が
少
な
い
こ
と
か
ら
避

暑
地
に
最
適
と
売
り
込
み
、
自
然
の
恩
恵
に
恵
ま
れ
住
民

は
人
情
深
く
温
厚
と
、
移
住
も
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

主
な
産
業
は
卸
売･

小
売
業
や
医
療･

福
祉
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
第
３
次
産
業
が
半
数
以
上
を
占
め
、
基
幹
産
業

の
漁
業
、
農
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
が
続
く
。

　

話
を
三
本
杉
岩
に
戻
す
と
、
三
本
の
岩
を
港
側
か
ら
見

る
と
南
の
二
つ
は
根
元
が
繋
が
っ
て
い
て
、
北
の
一
つ
は

独
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
っ
て
、
写
真
左
か

ら
懸
島
（
か
か
り
じ
ま
、
高
さ
18
ｍ
）、
蝋
燭
岩
（
ろ
う
そ

く
い
わ
、
高
さ
24
ｍ
）、
三
本
杉
岩
（
高
さ
31
ｍ
）
と
い
う
。

　

地
質
学
的
に
こ
の
沿
岸
は
、
黒
っ
ぽ
い
か
ん
ら
ん
石
玄

武
岩
の
岩
脈
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
１
２
２
０
万
年
前

～
９
５
０
万
年
前
の
火
山
噴
出
物
で
、
水
で
冷
え
て
壊
れ

た
マ
グ
マ
だ
と
い
う
。
三
本
杉
岩
な
ど
の
岩
峰
は
こ
の
火

山
噴
出
物
が
突
き
だ
し
た
火
道
の
名
残
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
。
周
辺
は
断
崖
が
続
き
奇
岩
が
多
く
見
ら
れ
、「
狩
場

茂
津
多
（
か
り
ば
も
っ
た
）
道
立
自
然
公
園
」
に
指
定
さ

れ
る
景
勝
地
で
あ
る
。

　

茂
津
多
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
後
志
に
向
か
う
と
島
牧
村

に
は
モ
ッ
タ
海
岸
温
泉
や
千
走
川
温
泉
、
宮
内
温
泉
な
ど

源
泉
掛
け
流
し
の
名
湯
が
あ
る
。
江
差
方
面
に
向
か
う
と

乙
部
温
泉
や
八
雲
の
見
市
温
泉
、
八
雲
温
泉
お
ぼ
こ
荘
な

ど
、
私
の
大
好
き
な
温
泉
が
あ
る
か
ら
、
宿
や
温
泉
選
び

も
楽
し
い
。

　

せ
た
な
町
の
歴
史
は
古
い
。瀬
棚
町
史
な
ど
に
よ
る
と
、

室
町
時
代
の
１
５
２
９
年
（
享
禄
２
年
）、
当
時
、
セ
タ

ナ
イ
（
後
の
瀬
棚
）
の
ア
イ
ヌ
は
、
毎
年
冬
季
に
は
奥
尻

島
に
出
稼
ぎ
し
、
オ
ッ
ト
セ
イ
猟
に
従
事
し
て
い
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
。
セ
タ
ナ
イ
に
定
住
が
始
ま
る
の
は
１
５

３
２
年
（
天
文
元
年
）
と
さ
れ
、
安
土
桃
山
時
代
の
１
６

０
１
年
（
慶
長
６
年
）
に
ニ
シ
ン
漁
が
乙
部
町
で
始
ま
り
、

８
年
後
の
同
０
９
年
に
は
セ
タ
ナ
イ
に
も
「
場
所
」
が
設

け
ら
れ
た
。

　

大
成
地
区
に
あ
る
太
田
山
神
社
を
、
地
元
の
人
た
ち

は
「
太
田
神
社
」
と
呼
ぶ
。
創
立
は
室
町
時
代
の
１
４
４

１
年
（
嘉
吉
元
年
）
～
１
４
４
３
年
（
嘉
吉
３
年
）
と
さ

れ
。
猿
田
彦
大
神
を
祀
り
、
航
海
の
安
全
と
霊
神
の
加
護

を
祈
っ
た
。
修
験
僧
の
円
空
が
こ
の
地
を
訪
れ
多
く
の
仏

気太田山神社の最後の岩壁昇りは、まるでロッククラ
イミングだ。高所が苦手な人は絶対に無理。最初の石
段でもかなり厳しいだろう

せたな町観光協会提供

青 木 和 弘

檜山管内せたな町

海岸に突き出す三本杉岩
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像
を
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

道
道
７
４
０
号
沿
い
に
最
初
の
鳥
居
が
建
ち
、
平
均
45

度
の
急
な
長
い
石
段
で
始
ま
る
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
獣
道

の
よ
う
な
山
道
が
続
き
、
途
中
に
仏
像
を
置
い
た
大
石
や

女
人
堂
が
あ
り
、
最
後
に
高
さ
７
ｍ
の
北
尋
坊
の
崖
が
立

ち
は
だ
か
る
。
恐
ろ
し
い
高
度
感
だ
。
そ
こ
に
設
置
さ
れ

た
鉄
輪
と
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
登
る
と
本
殿
が
建
っ
て
い

る
。
付
近
一
帯
は
ヒ
グ
マ
や
マ
ム
シ
、
ブ
ヨ
、
蚊
、
ハ
チ

に
も
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

せ
た
な
町
の
名
物
に
甲
田
（
こ
う
だ
）
菓
子
店
の
「
岩

シ
ュ
ー
」
が
あ
る
。
三
本
杉
岩
の
ご
つ
ご
つ
と
し
た
岩
を

表
現
し
た
シ
ュ
ー
生
地
で
、
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
は
１

５
０
円
だ
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
味
が
あ
る
。

賞
味
期
限
は
１
時
間
。生
地
の
食
感
を
楽
し
む
に
は
、買
っ

て
す
ぐ
食
べ
る
の
が
鉄
則
。
な
か
な
か
美
味
し
い
。
同
店

は
明
治
33
年
創
業
の
和
菓
子
店
だ
が
洋
菓
子
も
あ
る
。
店

の
住
所
は
せ
た
な
町
瀬
棚
区
本
町
３
４
３
の
１
、
電
話
０

１
３
７
・
87
・
３
０
６
５
。

瀬棚のシンボル三本杉岩。写真左の南側に瀬棚港、反対側の北に三本杉海水浴場がある

甲田菓子店の瀬棚名物「岩シュー」は賞味期
限１時間。買ってすぐ食べると、岩に見立て
たクッキーとシュー生地の食感を楽しめる


